







































































































































































































































































































各尺度の平均点と標準偏差を表2に示す。      
下位尺度について、【身体症状】の平均値は
31.86、標準偏差は22.70であり、【睡眠障害】











今回得ら た改定版 BUKK の結果は、改定
前の結果（東山ら 2011, 2012）とほぼ同じ傾向
を示している。 














































身体 睡眠 不安 自己 信頼感 充実感 Stress Well-being SW得点
平均値（M） 31.86 55.65 40.75 50.08 68.63 70.38 44.59 69.51 39.88

























高群 15.88** -5.73** -8.73**
中群 -10.20** 7.93** 0.21  







338　 (5.7%) 578　 (9.8%) 71　 (1.2%)
D領域： E領域： F領域：
555　 (9.4%) 2841 (48.2%) 681 (11.5%)
G領域： H領域： I領域：
106　 (1.8%) 498　 (8.4%) 229　 (3.9%)
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学年 実施 身体 睡眠 不安 自己 信頼感 充実感 Stress Well-being SW得点
2 X年 6月 85 65 60 75 5 50 71 28 72
























































































































































































































学年 実施 身体 睡眠 不安 自己 信頼感 充実感 Stress Well-being SW得点
2 Y-1年 9月 15 30 15 25 70 85 28 71 22






















































































































学年 実施 身体 睡眠 不安 自己 信頼感 充実感 Stress Well-being SW得点
2 Y-1年 9月 15 30 15 25 70 85 28 71 22


















































































































































































































































































































































































































































学年 実施 身体 睡眠 不安 自己 信頼感 充実感 Stress Well-being SW得点
1 Z年 11月
2 Z+1年 11月 35 35 50 70 70 80 48 75 40
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